
る
約
１
４
０
万
個
の
便
器
の
う
ち
、
洋

式
ト
イ
レ
の
割
合
は
43
％
で
あ
る
。
市

内
の
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
率

と
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
本
市
の
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式

化
率
は
、
43
・
３
％
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
今
後
の
整
備
目
標
等
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
設
定
し
て
い
な
い

が
、
各
学
校
で
洋
式
化
率
に
差
が
あ
る

た
め
、
ま
ず
は
、
洋
式
化
率
が
低
い
学

校
を
優
先
す
る
な
ど
、
計
画
的
な
整
備

を
進
め
た
い
。

答答

●
山
北 

正
久 

議
員

　
学
校
の
ト
イ
レ
は
、「
臭

い
・
汚
い
・
怖
い
・
暗

い
・
壊
れ
て
い
る
」
こ
と

か
ら
「
５
Ｋ
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
教
職
員
を
対
象
と
し
て
行
わ

れ
た
学
校
設
備
要
望
調
査
に
お
け
る
ト

イ
レ
の
改
修
は
59
％
に
も
上
る
。
さ
ら

に
、
一
般
家
庭
で
の
主
流
は
洋
式
ト
イ

レ
で
あ
る
が
、
全
国
の
小
中
学
校
に
あ

市
内
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
の

洋
式
化
と
整
備
目
標
は

臼
島
の
亀
瀬
が
純
忠
の
墓
で
あ
る
可
能

性
も
あ
り
、
も
っ
と
積
極
的
に
史
跡
の

検
証
や
県
、
担
当
機
関
へ
の
働
き
か
け

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
世
界
文
化
遺
産
の
登
録
基
準

に
つ
い
て
は
、
世
界
的
に
貴
重

な
価
値
を
示
す
有
形
の
不
動
産
と
さ
れ

て
い
る
。
大
村
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
歴
史

は
、
重
要
な
意
味
を
持
つ
が
、
厳
し
い

禁
教
の
歴
史
の
た
め
、
キ
リ
シ
タ
ン
に

関
す
る
も
の
は
破
壊
さ
れ
て
お
り
、
跡

地
で
は
対
象
と
な
ら
な
い
。
県
は
、
今

後
、
登
録
遺
産
だ
け
で
は
な
く
、
関
連

資
産
も
含
め
、
保
存
・
継
承
や
活
用
を

図
っ
て
い
く
方
針
を
示
し
て
い
る
た
め
、

県
に
対
し
、
大
村
の
歴
史
遺
産
を
重
要

な
文
化
財
と
し
て
位
置
づ
け
る
よ
う
、

働
き
か
け
を
行
い
た
い
。

答

●
中
瀬 

昭
隆 

議
員

　
昨
年
、
大
村
の
キ
リ
ス

ト
教
史
跡
の
見
学
の
た
め
、

韓
国
か
ら
訪
問
団
が
来
ら

れ
た
。
日
本
初
の
キ
リ
シ

タ
ン
大
名
大
村
純
忠
の
地
元
で
、
巡
礼

の
地
に
指
定
さ
れ
て
い
る
本
市
に
禁
教

時
代
を
示
す
も
の
が
な
い
と
は
考
え
難

い
。
本
市
に
と
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の

歴
史
は
大
村
の
歴
史
そ
の
も
の
で
あ
る
。

長
崎
の
教
会
群
と

　
キ
リ
ス
ト
教
関
連
世
界
遺
産

●
古
閑
森 

秀
幸 

議
員

 

２
学
期
制
の
継
続
か
３
学

期
制
へ
の
移
行
か
を
尋
ね

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
実

施
さ
れ
た
が
、
そ
の
内
容

は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。
ま

た
、
集
計
結
果
の
発
表
は
い
つ
ご
ろ
に

な
る
の
か
尋
ね
る
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て

は
、
２
学
期
制
、
３
学
期
制
の

ど
ち
ら
が
い
い
の
か
を
、
理
由
等
も
含

め
て
尋
ね
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
結

果
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
５
月
ご
ろ

に
公
表
す
る
予
定
で
あ
る
。

３
学
期
制
移
行
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て
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ポ
ー
ツ

都
市
整
備

●
城 

幸
太
郎 

議
員

　
２
０
２
０
年
度
か
ら
小

学
校
５
・
６
年
生
で
は
英

語
の
教
科
化
、
３
・
４
年

生
で
は
外
国
語
活
動
が
ス

タ
ー
ト
し
、
授
業
時
間
が
年
間
35
コ
マ

純
増
す
る
が
、
現
在
の
時
間
割
に
純
増

し
た
授
業
時
間
を
入
れ
る
余
裕
は
あ
る

の
か
。
ま
た
、
英
語
指
導
力
の
向
上
の

た
め
の
対
策
は
と
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
教
育
現
場
は
多
忙
で
、
持
ち
帰
り

残
業
ま
で
発
生
し
て
い
る
状
況
の
中
、

教
育
委
員
会
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
必
須

だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
英
語
の
教
科
化
に
伴
う
授
業

時
間
増
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

文
部
科
学
省
が
３
通
り
の
案
を
公
表
し

て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
一
長
一
短
が
あ

る
た
め
、
国
や
県
、
他
市
町
の
状
況
を

踏
ま
え
検
討
す
る
と
と
も
に
、
児
童
等

の
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
慎
重
に
決
定

し
た
い
。
ま
た
、
指
導
力
の
向
上
に
つ

い
て
は
、
県
教
育
委
員
会
主
催
の
研
修

会
へ
の
参
加
の
ほ
か
、
市
独
自
の
研
修

会
を
開
催
し
て
お
り
、
今
後
も
積
極
的

に
環
境
整
備
に
努
め
た
い
。

教
育
現
場
の

　
改
善・改
革
に
つ
い
て

答

●
三
浦 

正
司 

議
員

　
銃
剣
道
は
、
「
人
間
形

成
」
を
目
的
と
し
、
安
全

で
比
較
的
技
術
の
習
得
が

容
易
で
、
シ
ン
プ
ル
か
つ

奥
が
深
く
、
経
済
的
で
あ
り
、
指
導
者

の
養
成
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
る
な
ど

の
特
性
を
持
っ
て
い
る
。
こ
こ
大
村

は
、
国
体
で
２
年
連
続
総
合
優
勝
す
る

ほ
か
、
多
数
の
全
日
本
優
勝
大
会
の
優

勝
者
や
全
日
本
銃
剣
道
選
手
権
者
を
有

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
学
校
の
武
道

に
銃
剣
道
を
採
用
す
る
に
は
最
適
で
あ

る
た
め
、
ぜ
ひ
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
銃
剣
道
の
採
用
に
つ
い
て
は
、

学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
、
柔

道
、
剣
道
、
相
撲
の
う
ち
の
１
種
目
を

選
択
し
履
修
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
解
説
で
は
、
地
域
等
の
実
態
に
応

じ
、
そ
の
他
の
武
道
も
履
修
で
き
る
と

記
載
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
本
県
に
お

い
て
は
、
男
女
履
修
が
困
難
な
こ
と
な

ど
か
ら
、
銃
剣
道
を
採
用
し
て
い
る
学

校
が
な
い
。
現
段
階
で
の
採
用
は
困
難

で
あ
る
が
、
国
で
実
施
さ
れ
て
い
る
学

校
体
育
と
し
て
の
銃
剣
道
の
研
究
等
の

動
向
を
注
視
し
、
本
市
で
も
研
究
を
重

ね
た
い
。

中
学
校
の
武
道
に
銃
剣
道
を

取
り
入
れ
て
は
ど
う
か

答

●
山
口 

弘
宣 

議
員

　
荒
廃
が
進
ん
で
い
る
県

内
の
森
林
の
再
生
を
目
的

と
す
る
な
が
さ
き
森
林
環

境
税
に
つ
い
て
、
大
村
市

民
が
納
め
た
総
額
と
、
大
村
市
の
元
気

な
森
林
づ
く
り
の
た
め
に
、
納
め
た
税

額
に
見
合
っ
た
事
業
等
が
な
さ
れ
て
い

る
の
か
尋
ね
る
。
ま
た
、
来
年
度
か
ら

そ
の
適
用
期
間
が
５
年
間
延
長
さ
れ
る

と
の
決
定
を
受
け
、
本
市
の
今
後
の
積

極
的
な
取
り
組
み
を
期
待
す
る
が
、
見

解
を
尋
ね
る
。

　
森
林
環
境
税
に
つ
い
て
は
、

創
設
さ
れ
た
平
成
19
年
度
か
ら

27
年
度
ま
で
に
市
民
が
納
め
た

総
額
は
約
１
億
８
，
０
０
０
万
円
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
に
は
森
林
学
習
、
里
山

を
利
用
し
た
活
動
、
バ
イ
オ
マ
ス
加
工

施
設
へ
の
未
利
用
材
の
運
搬
な
ど
へ
の

助
成
事
業
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
り
環
境
税
の
趣
旨

や
取
り
組
み
事
例
等
の
広
報
に
取
り
組

む
ほ
か
、
環
境
税
を
生
か
し
た
事
業
に

つ
い
て
、
研
究
し
実
施
し
た
い
。

答

●
村
上 
信
行 

議
員

　
三
城
町
柴
田
地
区
、
鉄

道
・
運
輸
機
構
、
大
村
市

に
よ
る
第
７
回
の
地
元
対

策
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、

さ
ら
に
、
集
中
的
に
開
催
さ
れ
た
専
門

部
会
で
は
、
自
転
車
道
、
市
道
付
替
道

路
な
ど
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
、
４
年
ほ

ど
を
費
や
し
、
よ
う
や
く
地
元
の
一
定

の
理
解
を
得
ら
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
た
ど

り
着
い
た
。
市
長
は
、
地
元
が
費
や
し

た
４
年
間
と
知
恵
を
ど
う
思
っ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
市
は
、
こ
れ
ま
で
の
協

議
内
容
を
踏
ま
え
、
住
民
の
声
を
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。
無
事
故

で
工
事
を
完
了
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　
柴
田
地
区
新
幹
線
対
策
協
議

会
に
お
い
て
は
、
机
上
の
計
画

で
は
把
握
で
き
な
い
部
分
に
つ
い
て
、

地
元
の
意
見
や
、
地
域
の
実
態
を
お
聞

き
す
る
な
ど
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

大
変
感
謝
し
て
い
る
。
時
間
を
要
し
て

い
る
が
、
大
変
意
義
の
あ
る
協
議
会
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
か

ら
の
要
望
等
に
つ
い
て
は
、
調
査
、
協

議
等
を
行
い
な
が
ら
、
課
題
解
決
に
向

け
努
力
す
る
と
と
も
に
、
工
事
に
関
す

る
安
全
対
策
な
ど
に
つ
い
て
も
、
引
き

続
き
協
議
し
た
い
。

新
幹
線
の
地
元
対
策
は
？

答

●
朝
長 

英
美 

議
員

　 

未
舗
装
の
市
道
は
ど
の

く
ら
い
あ
る
の
か
。
ま

た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
要
望
と
地
区

要
望
の
す
り
合
わ
せ
は

行
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
新
幹
線
新

駅
の
パ
ー
ス
図
に
つ
い
て
、
作
成
に
要

し
た
費
用
と
、
実
現
性
は
あ
る
の
か
。

ま
た
、
大
村
駅
前
原
口
線
の
実
現
可
能

性
と
、
整
備
に
係
る
費
用
は
ど
れ
ぐ
ら

い
と
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
新
駅

周
辺
の
整
備
は
他
市
よ
り
進
ん
で
い
る

の
か
。

　
未
舗
装
の
市
道
は
１
％
で
あ

る
。
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
要
望
と
地

区
要
望
に
関
し
て
は
、
庁
内
で
の
連
携

を
十
分
に
や
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

新
幹
線
新
駅
の
パ
ー
ス
図
作
成
に
は
、

約
20
万
円
要
し
て
お
り
、
現
時
点
で

何
％
実
現
で
き
る
か
は
説
明
で
き
な
い
。

ま
た
、
大
村
駅
前
原
口
線
に
つ
い
て
は
、

未
整
備
区
間
の
約
３
キ
ロ
の
整
備
費
を

概
算
で
約
70
億
円
と
見
込
ん
で
い
る
。

ま
た
、
新
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て
は
、

諫
早
市
と
比
べ
、
遅
れ
て
い
る
と
思
っ

て
い
る
。

都
市
整
備
行
政
に
つ
い
て

答

●
小
林 

史
政 

議
員

　 

高
速
バ
ス
停
と
下
に
あ

る
駐
車
場
と
の
間
の
傾
斜

は
、
急
こ
う
配
で
階
段
の

幅
も
狭
く
、
手
す
り
等
の

老
朽
化
も
著
し
い
た
め
、
高
齢
者
や
障

が
い
者
に
限
ら
ず
健
常
者
の
利
用
も
非

常
に
危
険
な
状
況
で
あ
る
。
す
ぐ
に
で

も
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
О
西
日
本
に
整
備
を
働
き

か
け
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
ま

た
、
駐
車
場
に
市
内
の
案
内
板
や
誘
導

掲
示
板
を
整
備
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
尋
ね
る
。 　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
О
西
日
本
に
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
手
す
り
の
塗
装

等
に
つ
い
て
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
ま
で
に
実
施
す
る
と
の
回
答
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
新
た
な
高
速
バ
ス
停
を
新

大
村
駅
前
に
整
備
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
高
速
バ
ス
の
速
達
性
や
高
齢
者
等

の
利
便
性
を
踏
ま
え
、
前
向
き
に
対
応

し
た
い
。
ま
た
、
現
在
、
案
内
板
等
に

つ
い
て
は
、
市
所
有
の
高
速
バ
ス
停
横

の
ト
イ
レ
や
電
話
ボ
ッ
ク
ス
の
隣
に
設

置
し
て
い
る
が
、
わ
か
り
に
く
い
と
認

識
し
て
い
る
た
め
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
О
西
日

本
等
と
協
議
し
、
対
応
し
た
い
。

大
村
Ｉ
Ｃ
の
高
速
バ
ス
停
車
場

周
辺
整
備
に
つ
い
て

答


